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1 ．はじめに
　金銭は「必要」を満たすための資源であり，消費社会
に生きる私たちの消費に欠かすことのできないものであ
る。金銭を計画的に活用することは重要であり，使い方
の指導は小・中・高等学校の家庭科教育において重要な
指導内容である。学習指導要領では，どのように購入
するのかという，購入の仕方から指導内容が説明されて
いるが，そもそも「必要」や「欲求」がどのように作ら
れるのか，そのつくられ方について検討する必要がある。
すでに教科書（内野ほか　2015）では，「本当に必要か」
ということから指導を行う記述もされている。児童・生
徒が，消費社会の中で「生きるのに必要」以上に湧き上
がる自分の欲求がどこから来るのかを理解し，そのコ
ントロールの仕方を考えることは重要である。なぜなら，
無駄な消費はゴミを増やし，資源の枯渇をもたらす。持
続可能な社会にふさわしい消費態度を身につけることが
これからの消費者に求められるからである。
　そこで，本稿では，消費社会における欲求の作られ方
をBaudrillard, J.（1970＝1979）に従って検討し，その
制御の仕方を，生活経営のプロセスの理論を用いて検討
する。さらに，消費における収支のバランスを理解し，消
費をコントロールする力を育成する指導内容を検討する。
　以下，学習指導要領での消費の扱い方を確認する。平
成29年公示の「小学校学習指導要領」（文科省　2017）
の「家庭」では，Ｃ　消費生活・環境において，⑴　物
や金銭の使い方と買物の指導を行うことが示されている。
具体的には，「ア　次のような知識及び技能を身に付け
ること。ア　買物の仕組みや消費者の役割が分かり，物
や金銭の大切さと計画的な使い方について理解すること。
イ　身近な物の選び方，買い方を理解し，購入するため
に必要な情報の収集・整理が適切にできること。イ　購
入に必要な情報を活用し，身近な物の選び方，買い方を
考え，工夫すること。」とされている。中学校の学習指
導要領（文科省　2017）「技術・家庭［家庭分野］」で
は，⑴　金銭の管理と購入が示されている。具体的には， 
「ア　次のような知識及び技能を身に付けること。ア　購
入方法や支払い方法の特徴が分かり，計画的な金銭管理
の必要性について理解すること。イ　売買契約の仕組み，
消費者被害の背景とその対応について理解し，物資・サー
ビスの選択に必要な情報の収集・整理が適切にできるこ
と。イ　物資・サービスの選択に必要な情報を活用して
購入について考え，工夫すること。」とされている。
　高校の新学習指導要領は平成30年に公示予定であり，
現行（文科省　2011）の「家庭総合」では，⑶　生活に
おける経済の計画と消費を指導することが定められてい
る。具体的には，「ア　生活における経済の計画。生活
と社会とのかかわりについて理解させ，生涯を見通した
生活における経済の管理や計画の重要性について認識さ
せる。」とし，家計の収入と支出の仕組み，長期・短期
の経済計画などについて述べられている。
2 ．必要と欲求についてのBaudrillard, J.の主張
　Baudrillard, J.（1970＝1979）の主張の要点は，生産
性の増大とともにますます満たされる欲求は，生産の領
域に属する欲求であって，人間の欲求ではないとする
（p.77）。成長社会のシステム全体が人間的欲求を無視す
るところの上に成り立っている。そして，電気洗濯機や
自家用車は，それが本来持っている使用価値によって道
具として用いられるよりも，社会的権威や幸福の要素と
して他人との差異を表示するという機能を果たしている
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とする。以下，主な主張を確認すると，以下のとおりで
ある。
　「すべての社会は，いつでも絶対的必要の限界を超
えて」消費を行ってきた（p.39）とし，「予見，貯蔵が，
われわれの動物的必要のきびしさと我々の欲求の逐語的
満足とから解放した。」（p.41）とする。そして，「生き
残るための必要を超えた生産と支出は，すべて無駄遣い
として決めつけられるかもしれない。」（p.42）とし，「豊
かさとは結局のところ浪費の中でのみ意味をもつのだろ
うか。」（p.40）と問いかける。
　次に，「今日，生産されるモノはその使用価値や達成
可能な持続性のために生産されるのではなくて，反対に
価格のインフレ的上昇と同じ程度のスピードで早められ
るモノの死滅のために生産される｡」（p.45）とし，「た
だひとつの目的のために，かなりの額の浪費が宣伝に
よって実現されるが，この目的とは，モノの使用価値を
増加するのではなくて奪い取ること，つまり，モノを流
行としての価値や急テンポの更新に従わせることによっ
て，モノの価値＝時間を奪い取ることである｡」（p.45）と，
生産と消費の関係を説明する。
　さらに，「今日の社会では，無駄な消費が日常的義務，
間接税のようなあまり意識されない押しつけられたひと
つの制度となり，経済秩序の拘束に組み込まれている
のである｡」（p.45）と消費を位置づけ，「消費社会が存
在するためにはモノが必要である。もっと正確にいえば，
モノの破壊が必要である。モノの『使用』はその緩慢
な消耗を招くだけだが，急激な消耗において創造される
価値ははるかに大きなものとなる。それゆえ破壊は根本
的に生産の対極にあって，消費は両者の中間項でしかな
い。」（p.46）と生産と消費の関係を述べる。
　また，消費を促す宣伝について，「宣伝の狡猾さと戦
略上の価値はまさに次の点にある。すなわち，誰にも自
分の社会的威信を確認したいという気持ちを起こさせて，
他人と比較させることである。宣伝はけっしてひとりの
人間だけに対して向けられることはなく，個人を他者と
の示差的関係において標的にしている。……人口密度が
高く，人々がひしめきあって生活している社会では，差
異化への欲求は物的生産力よりも増大する。」（p.73）と
説明している。
　Baudrillard, J.の以上の主張を塚原（2005）の整理を
参考にまとめれば，まず，＜絶対的必要について＞の考
え方である。生き残るための必要を超えた生産と消費は，
すべて無駄遣いとして決めつけられるかもしれないとして，
その例に，服装の流行，食料品のゴミ箱，爆弾などを挙
げている。また，＜消費行動をめぐる公認の考え方＞に
ついての矛盾である。我々は，消費の主体である人間
が，客体であるモノを消費して欲求を充足させる。しか
し，Baudrillard, J.によれば，消費社会では，主体と客
体の逆転現象が起こる。人間が主体となって客体である
ものの生産と消費を管理するというよりも，むしろモノ
たちが人間生活を支配する。したがって，＜消費社会に
おける消費の位置＞は，モノの生産から始まり，そのモ
ノを人間が消費し，モノを破壊する。消費社会では，モ
ノを流行としての価値や急テンポの更新に従わせること
によって，モノの価値＝時間を奪い取る。新製品を買わ
せるためには，旧製品を廃棄・破壊させることが必要だ
からである。
　そして，消費社会における人間の消費の目的につい
ては，Baudrillard, J.は以下のようにまとめている。ま
ず，自己の集団への所属を示すためとする。ある特定
の社会の生活スタイルを受け入れるため（p.82）であ
る。現在の私たちの生活の端的な例は，スマートホンや
パソコンなどであろう。それがなければ，社会的な集団
との関係は遮断されてしまう。また，より高い集団を目
指して自己の集団から抜けだす（p.115）ためともされる。
Baudrillard, J.は，洗濯機，自家用車などを例に挙げた
が，現在の例を挙げるならば，賃貸住宅から持ち家，国
産車から外車への買い替えだろうか。さらに，自分を他
者と区別（差異化）するためとされる。Baudrillard, J.は，
興味深いエピソードとして以下のエピソードを紹介して
いる。「経営者と同じベンツを買ったあるセールスマン
がクビになった。訴訟を起こした結果，……慰謝料は
受けとったが，復職はできなかった。」という例である。
使用価値としてのモノの前では万人が平等だが，厳しい
ヒエラルキーのある記号や差異としてのモノの前では全
然平等ではない（pp.115-116）とする。すなわちベンツ
は社長の乗る車であるから，ベンツに乗る人イコール社
長であり，社員がベンツに乗ったら，この関係が崩れる
のである。
　さらに，Baudrillard, J.は，このような意識は，メディ
ア（広告）が操作しているとする。そのモノに出会わな
かったら，それがほしかったかどうか自分でもわからな
いからであるとする。例として挙げられているのは，「ア
メリカ人のスタンダード・パッケージはＴＶ，バスルー
ム，自動車」，「ケントを吸いたまえ」「あなたのイニシャ
ル入りのトーストが焼けるトースター」，「バーベキュー
用に，プロヴァンス産の草の灰を」（p.115）などである。
自分でもほしいかどうかわからないだけでなく，広告に
よって消費者は，想像もしていない商品に出会うのである。
3 ．必要と欲求についての教材例
　必要と欲求の関係を考えさせるのに，Baudrillard, J.の
理論をそのまま授業で扱うことは難しいが，例えば，同
じような問題提起をしているJaffe, L and Saint-Marc, L
（1998＝2001）の著作（翻訳書名『お金とじょうずにつ
きあう本』）を用いた指導が可能である。主人公のサラ
ちゃんの話から，教師は「ほしいという気持ちはどこか
ら来るのか考えてみよう」という問いを設定する。
　以下，サラちゃんの話である。サラちゃんは，お誕生
日のプレゼントについて，「リュックサック」，「インラ
インスケート」，「着せ替え人形」のどれにしようか，決
まらない。お誕生日に「これで自分の好きなものを買っ
てね」とお父さんにお金を渡された。 
◆サラちゃんのほしいという気持ちの整理
○「ピンク色でハート形のポケットが付いているリュッ
クサックがほしい」
　理由：パジャマのくまの付いている今までのリュック
サックは子どもっぽくて，お友達にからかわれた。自分
はもう大きいから恥ずかしい。⇒生きていくのに必要で
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はなく，その社会における年齢イメージに合わせたい。
　結果：買おうとしたら，おそろいのペンケースもほし
くなり，お金が不足。
○インラインスケートがほしい
　理由：おじさんと夏休みに遊ぶから。⇒生きていくの
に必要ではなく，あったら楽しいから。
　結果：普通のではなく，後ろがちかちか光るインライ
ンスケートでないと意味がないが，お金が不足。より高
いランクのものが欲しくなった。
○着せ替え人形がほしい
　理由：コマーシャルをみて，すっかり気にいってしまっ
たから。⇒生きていくのに必要ではなく，コマーシャル
でほしくなった。
　結果：お金が1,000円足りない。お金を貯めることを
思いつく。
　このように，自己の集団における年齢イメージに合わ
せる，ランクを上げる，コマーシャルに影響されるとい
うように，Baudrillard, J.の指摘にあてはまる消費行動
が読み取れる。こうした経験は，児童・生徒も少なから
ず経験しているものである。そこで，授業では， 1 ．ま
だ使えるのに，使わなくなってしまったものとその理由，
2 ．必要ではないのに欲しくなって買ってしまったもの
と欲しくなった理由を考えさせる。それによって，消費
社会の中で，「生きるのに必要」以上に湧き上がる自分
の欲求が，どこから来るのかを理解し，そのコントロー
ルの仕方を考えるきっかけをつくることができる。
4  ．生活経営のプロセスから，消費行動の制御を考
える
　Goldsmith, E. B.（1996）によれば，消費のプロセス
は次のようになる。プロセスの最初に位置付けられる
のが，＜ステップ 1 ＞「問題（problem），必要（need），
欲求（want），または目標（goal）」の確認である。次に，
＜ステップ 2 ＞「価値（values）」の確認である。＜ス
テップ 3 ＞は，「資源（resources）」の確認である。＜ス
テップ 4 ＞は，「決定（decide）」，「計画（plan）」そし
て「実行（implement）」である。＜ステップ 5 ＞は，「目
標の達成（accomplish goals）」と「評価（evaluate）」
である。そしてその後に「フィードバック（feedback
（communication））」が位置付けられる。
　前述のBaudrillard, J.に従えば，特にステップ 1 の「必
要（need）」，「欲求（want）」の違いに注目する必要がある。
Goldsmith, E. B.も，この違いについて詳細に説明して
いる。以下，要点をまとめると，まず，「必要」と「欲求」は，
しばしばほとんど同じ意味で使用される。しかし，マネ
ジメントにおいては異なる。「必要」は，生き残るため，
または生きながらえるために要求されるものである。例
えば，食料，空気，シェルターである。しかし，「欲求」
は，人々を心地よくしたり，満足させるものや活動であ
る。例えば，林檎とかピザなど，満足を得るものである。
　そのために，次のステップである価値の確認が重要で
ある。その社会において本当に必要かを検討するプロセ
スとなる。そして社会の価値システムに即しているかを
確認する。また，ステップ 1 を満たすための振る舞いが
社会の価値に照らしてどうかを確認する。たとえばお金
が欲しいからといって銀行強盗をすることは，社会の価
値から逸脱しているということである。
　社会の価値に照らしてからプロセスを次に進めると，
資源の確認のステップである。資源の確認は生活経営の
プロセスで重要な部分であり，その後のプロセスに大い
に影響を与える。Goldsmith, E. B.は，資源について以
下のように分類している。まず，資源には，物質的資源
（Physical resources），社会的資源（Social resources），
富の資源（Wealth resources），情報の資源（Information 
resources）があり，その資源を時間（Time）と環境
（Environment）が取り囲んでいるとした。そして，富
の資源は，他の資源を獲得するための資源であり，具体
的には金銭や不動産である。消費において，富の資源の
金銭は重要な要素であり，資源の利用が可能か否かを検
討することにより次にステップに進むか否か，どのよう
に進むのかが決まってくる。先のサラちゃんの場合も，
お金が足りずにあきらめたり，次のステップに進むため
にお金を貯めて資源を増やしたりすることを考えていた。
　次の段階に進むと，実際に消費を決定し，計画をた
て，実行する。次に，目標の達成と評価である。そして
その後にフィードバックとなる。近年はこうした流れは
PDCAサイクル（plan（計画）-do（実行）-check（確認）
-act（行動・改善））の 4 つで示されるが，ほぼ同じサ
イクルである。
　ステップ 2 で価値を確認し，手に入れるという選択を
しない場合もある。また，ステップ 3 で金銭資源を確認
し，資金不足であきらめる可能性もある。また，購入す
るという選択でモノを手に入れた後の評価で，購入した
ことについてのマイナス評価をする場合もある。このよ
うに各ステップでチェックをすることにより。消費行動
を制御することができる。
　実際の授業においても⇒ 1 ．計画を立てる（何を，い
つ，どのように，どこで，予算）⇒ 2 ．品物を選ぶ（目
的に合っているか，予算との関係，品質，環境との関係
など）⇒ 3 ．買う・支払う（支払い方，レシートなどの
記録，エコバック持参）⇒ 4 ．使う（どのように使うか，
廃棄はどうするか）⇒ 5 ．振り返るという流れを指導す
ることになる（内野ほか 2015）。
5 ．金銭の入手と使い方の指導
　金銭の入手は，働いて給料をもらう（自分の時間を売っ
て，金銭収入を手に入れる），財産収入，社会保障給付，
借金などである。金銭の入手と使い方は，家計調査の収
支項目分類を参考に指導することが有効である。
　勤労者世帯についての家計収支の項目一覧（総務省
2017）によれば，収入は，実収入，実収入以外の受取，
繰入金に大別される。実収入は所得とも呼ばれ，実際に
家計に流入して純財産高の増加につながるものである。
実収入以外の受取は，資産の減少あるいは負債の増加に
よって現金や代替の資産を入手するもので，純財産増
にはつながらない｡ 繰入金は，前月末における世帯の手
持ち現金残高である｡ 支出は実支出，実支出以外の支払，
繰越金に大別される｡ 実支出は，いわゆる生活費である
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消費支出と非消費支出からなる。これらはいずれも貨幣
の流出と財産の減少をともなう支出である｡ 実支出以外
の支払は，現金を支出することにより資産の増加あるい
は負債の減少となり，純財産高の減少にはつながらない。
繰越金は，その月の月末における世帯の手持ち現金残高
である｡
　家計の収支項目分類を理解することにより，収支のバ
ランス，短期の経済計画と長期の経済計画の関係など，
量的に金銭の管理についての検討が可能となる。可処分
所得と非消費支出の関係の確認は基本であるが，平均消
費性向と黒字率の確認をすることによって，短期の収支
のバランスが長期の経済生活に影響することが理解できる。
6 ．ま と め
　金銭の計画的な使い方については，まず，自分の欲求
がどこから生まれるのか，そのつくられ方についての確
認が必要である。Baudrillard, J.によれば，生き残るた
めの必要を超えた生産と消費は，すべて無駄遣いとして
決めつけられるかもしれない。しかしその消費によって，
私たちは豊かさを感じる。そして，私たちの消費欲求は
社会的な関係性の中で創り出される。消費社会では，人
間が主体となってモノの生産と消費を管理するというよ
りも，むしろモノたちが人間生活を支配する。
　家庭科の家庭経済領域の指導において，そうした社会
の仕組みを理解したうえで，自らの消費欲求のコント
ロールの仕方を身につける指導が有効だと考えられる。
そして，必要や，欲求から始まる生活経営のプロセスの
各段階において，消費行動を制御する力を育成する指導
とともに，金銭の入手と使い方を中心に金銭の管理につ
いての指導が求められる。家庭経済の領域においても，
持続可能な社会にふさわしい消費態度を身につける指導
が望まれる。
引用文献
Baudrillard, J.　1970. La Societe de Consommation: Ses 
Mythes, Ses Structures . Pranete（＝1979．今村仁司・
塚原史訳『消費社会の神話と構造』紀伊國屋書店）
Goldsmith, E. B.　1996. Resource Management for 
Individuals and Families.  West Publishing Company.
Jaffe, L and Saint-Marc, L.　1998. Vivre Ensemble 
L’Argent.  Bayard Editions（＝2001．永田千奈訳『お
金とじょうずにつきあう本』晶文社）
文部科学省．2017．「小学校学習指導要領」
　http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/ 
micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2017/05/12/1384661_ 
4_2.pdf（2017年 6 月10日取得）
文部科学省．2017．「中学校学習指導要領」
　http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/ 
micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2017/06/21/1384661_ 
5.pdf（2017年 6 月10日取得）
文部科学省．2011．「高等学校学習指導要領」
　http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/ 
micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2011/03/30/1304427_ 
002.pdf（2011年 6 月10日取得）
総務省統計局．2017.『家計調査年報　Ⅰ家計収支編＜平
成28年＞』日本統計協会
塚原史．2005．『ボードリヤールという生きかた』NTT
出版株式会社
内野紀子ほか．2015．『小学校　私たちの家庭科 5・6（文
部科学省検定済み教科書）』開隆堂出版株式会社
